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1．日本側の研究実施体制 
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2．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

日本側研究チームは、アンモニアを直接分解して作動する高性能な電極の設計・開発を行

い、この電極を搭載した燃料電池の電動船への適用を検討する。 

2022 年度は、これまでの電極設計・研究開発の課題整理と設計、予備検討を行う。特に

アンモニア分解触媒の開発において、アンモニアを 99%転換・分解出来る触媒を構築する。 

高温において、アンモニアと金属材料との反応が予想される。そのため、力学的な平衡計

算や文献調査を行うとともに、Ni 板やステンレス等とアンモニアとの反応性を解明する。 

アンモニアを核とするエネルギーバリューチェーンの技術的・経済的評価のため、電動船

へのアンモニア及び燃料電池搭載要件等の調査を開始する。 

 

3． 日本側研究チームの実施概要 

2022 年度は、これまでの電極設計・研究開発の課題整理と設計、予備検討を行った。ア

ンモニア分解触媒の開発において、Ni-YSZ 多孔質構造に、いくつかの微量成分を添加する

ことで、アンモニアを 99%転換・分解出来る触媒の開発に成功した。現在この触媒の長期安

定性等を検討中である。今後はこの知見を基に長期耐久性にも優れる電極触媒の設計、試作

を行う予定である。 

アンモニアの分解では、高温において金属材料との窒化物生成等の反応が予想される。熱

力学的な平衡計算や文献調査を行うとともに、Ni 板やステンレス等とアンモニアとの反応性

について検討を開始し、金属粒界等に反応生成物が選択的に濃集することを解明した。現在

これらの反応メカニズム解明とその抑制方法について検討中である。 

アンモニアを核とするエネルギーバリューチェーンの技術的・経済的評価のため、電動船

へのアンモニア及び燃料電池搭載要件等を調査し、技術的・経済的評価のための基礎データ

を集積した。 

 

 


